
実 技 試 験

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 問題数は４０問、解答はすべて記述式です。

・ 択一問題の場合、選択肢の中から正解と思われるものを１つ選んでください。

・ 語群選択問題の場合、語群の中からそれぞれの空欄にあてはまると思われる語

句・数値を選び、語群に記されたとおりに解答用紙の所定の欄に記入してくだ

さい。また、語群の語句・数値にそれぞれ番号が付してある場合は、その番号

のみを記入してください。

・ 語群のない問題の場合、指示に従い解答用紙の所定の欄に直接正解と思われる

語句・数値・記号を記入してください。

・ 試験問題については、特に指示のない限り、平成２５年１０月１日現在施行の

法令等に基づいて、解答してください（復興特別法人税・復興特別所得税・個

人住民税の均等割加算も考慮するものとします）。なお、東日本大震災の被災

者等に係る国税・地方税関係の臨時特例等の各種特例については考慮しないも

のとします。

・ 解答は楷書、算用数字（１、２、３…）ではっきりと正しく記入してください

（誤字・脱字・略字は不可）。

・ 計算問題については、計算結果を解答として所定の欄に記入してください。

その際、解答用紙に記載されている単位を使用し、漢字や小数点、上付き数

字を使用しないでください。正しく記入されなかった場合、採点されません

のでご注意ください。なお、カンマのあり・なしについては採点には影響し

ません。

［例１］解答用紙に記載の単位「万円」の場合

可の例：105万円／不可の例：1,050,000円

［例２］解答用紙に記載の単位「円」の場合

可の例：1,005,000円／不可の例：100万5,000円、100.5万円、100.5万円
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【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。

問１

ファイナンシャル・プランニングの６つのステップにおける第２ステップ「顧客データの収集と目標

の明確化」において、収集する顧客のデータに関する次の（ア）～（エ）の記述について、適切なもの

には○、不適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）「現在の預金残高」は、定量的情報に該当する情報である。

（イ）「お金に対する価値観」は、定性的情報に該当する情報である。

（ウ）「顧客の性格の把握」は、面談方式より質問紙方式での情報収集が適している項目である。

（エ）「加入している保険の種類」は、質問紙方式より面談方式での情報収集が適している項目である。

問２

ＦＰが公民館で開催するセミナーで配布する資料に転載する場合、著作権法により許諾が必要なもの

はどれか。

１．総務省「家計調査」の結果

２．内閣府「経済財政白書」の図表データ

３．日本経済新聞社「日本経済新聞」の一般記事

４．最高裁判所の判決
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－4－２級 実技試験(資産設計提案業務・2014.5.25)

【第２問】下記の（問３）～（問６）について解答しなさい。

問３

下記＜資料＞に関してＦＰの高倉さんが顧客に説明した次の（ア）～（エ）の記述について、正しい

ものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。

＜資料＞

ＨＡ株式会社 ＨＢ株式会社

株価（円） ８００ １０,０００

１株当たりの年間配当金（円） ８ ５０

１株当たり純資産（円） ５００ ８,０００

１株当たり利益（円） ８０ ５００

単元（株） １,０００ １００

（ア）「ＨＡ社、ＨＢ社の株式をそれぞれ１単元ずつ保有していた場合、受け取る配当金はＨＡ社から

の方が多くなります。」

（イ）「ＨＡ社のＰＥＲ（株価収益率）は１０.０倍です。」

（ウ）「ＨＡ社とＨＢ社の株価の割安性をＰＢＲ（株価純資産倍率）で比較した場合、ＨＢ社の方が割

安といえます。」

（エ）「ＨＡ社とＨＢ社の株式をそれぞれ１単元で比較した場合、ＨＡ社の方が売買代金が高くなりま

す。」
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問４

下記＜資料＞の株式を２０１２年６月から１単元保有していた場合、２０１３年３月期における年間

の配当金額（税引前）として、正しいものはどれか。

＜資料＞

（出所：東洋経済新報社「会社四季報」２０１４年１集）

１．  ２５円

２． １,２５０円

３． ２,５００円

４． ８,１７０円
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問５

下記＜資料＞に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

＜資料＞

ＪＶアセット

マンスリー

レポート

ＪＶアセット・ハイイールドオープン
（毎月分配型・為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／債券

２０１４年４月３０日

（月次改訂）

ファンドの目的・特徴

・ 中長期的に、高水準のインカムゲインの確保と信託財産の成長を図ることを目的として積極的

な運用を行います。

・ 米国ドル建ての高利回り事業債を実質的な主要投資対象とします。

・（以下省略）

1／8

純資産

基準価額

基準価額

（分配金控除後）
７,５３６円

前月比 ▲１３円

純資産総額 ４８３.６億円

運用実績

運用実績の推移

国別上位

アメリカ ９７％

日本 ３％

格付別組入状況 （債券）

ＢＢＢ／Ｂａａ ５.５％

ＢＢ／Ｂａ ３５.０％

Ｂ ５１.０％

ＣＣＣ／Ｃａａ ５.０％

格付なし ３.５％

資産構成比 その他３％

事業債９７％

分配金（１万口当たり、課税前）の推移（過去１２ヵ月分の分配実績）

2013年5月 2013年6月 2013年7月 2013年8月 2013年9月 2013年10月

60円 60円 60円 60円 60円 60円

2013年11月 2013年12月 2014年1月 2014年2月 2014年3月 2014年4月

60円 60円 60円 60円 60円 60円
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１．この投資信託は毎月分配型であるため、どのような運用状況であっても、投資家には毎月必ず収益

分配金が支払われる。

２．この投資信託の基準価額は、為替相場の変動により上下する。

３．この投資信託の運用目的は高水準のインカムゲインの確保であることから、元本が保証される。

４．この投資信託の純資産総額の増減の要因は、基準価額の変動のみである。

問６

債券の格付けに関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番

号のみを解答欄に記入しなさい。

＜参考：一般的な格付けの例＞

ＡＡＡ 元利金支払いの確実性は最高水準

ＡＡ 確実性は極めて高い

Ａ 確実性は高い

ＢＢＢ
現在十分な確実性があるが、将来環境が大きく変化した場合その影響を受ける可

能性がある

ＢＢ 将来の確実性は不安定

Ｂ 確実性に問題がある

ＣＣＣ 債務不履行になる可能性がある

ＣＣ 債務不履行になる可能性は極めて高い

Ｃ 債務不履行になる可能性が極めて高く、当面立ち直る見込みがない

Ｄ 債務不履行に陥っている

・ 投資適格債の基準になっている格付けは、（ ア ）以上である。

・ 投機的債券は、通常、（ イ ）といわれている。

・ 債券の格付けは、債券の（ ウ ）の判断に用いられる。

＜語群＞

１．ＡＡ格      ２．Ａ格      ３．ＢＢＢ格

４．ジャンク債    ５．サムライ債   ６．劣後債

７．流動性リスク   ８．信用リスク ９．為替リスク
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【第３問】下記の（問７）～（問１０）について解答しなさい。

問７

住宅の購入を検討している井上さんは、不動産に関する登記記録の取得方法や記載内容について、Ｆ

Ｐで司法書士でもある成田さんに質問した。下記の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせ

として、最も適切なものはどれか。

井上さん「登記記録の種類や取得方法、記載内容等について教えていただけますか？」

成田さん「登記記録に記録された事項の全部または一部を証明した書面を（ ア ）といいます。

これは従来の登記簿謄抄本に当たるものです。」

井上さん「（ ア ）を取得することができるのは誰ですか？」

成田さん「（ イ ）、登記所などにおいて手数料を負担して交付を請求することができます。」

井上さん「登記記録は、表題部と権利部に区分されているのですよね？」

成田さん「はい。権利部はさらに甲区と乙区で構成されており、甲区には所有権の移転登記のほか、

（ ウ ）等が記載されます。」

１．（ア）登記事項証明書 （イ）誰でも      （ウ）差押え

２．（ア）登記事項証明書 （イ）権利関係者に限り （ウ）抵当権

３．（ア）登記事項要約書 （イ）誰でも      （ウ）抵当権

４．（ア）登記事項要約書 （イ）権利関係者に限り （ウ）差押え
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問８

建築基準法に従い、下記＜資料＞の土地に建物を建てる場合の延べ面積（床面積の合計）の最高限度

を計算しなさい。なお、記載のない条件については一切考慮しないこととする。また、解答に当たって

は、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

＜資料＞

（１８０ｍ2）

１５ｍ

１２ｍ

第一種住居地域

建ぺい率  ６／１０

容積率  ２０／１０

※前面道路の幅員に対する

法定乗数 ４／１０

市道６ｍ
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問９

借地借家法に規定する定期借地権等の種類や概要に関する下表の空欄（ア）～（エ）に入る適切な数

値または語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ数値または語句

を何度選んでもよいこととする。

種類

項目

定期借地権

（第２２条）

事業用定期借地権等

（第２３条） 建物譲渡特約付借地権

（第２４条）事業用定期借地権

（第１項）

事業用借地権

（第２項）

存続期間 ５０年以上
（ ア ）年以上

５０年未満

１０年以上

（ ア ）年未満
（ イ ）年以上

利用目的 制限なし
事業用

（一部でも居住用があってはならない）
制限なし

契約方式 （ ウ ） 設定を目的とする契約は公正証書による （ エ ）

借地関係

の終了
期間の満了 期間の満了 建物の譲渡

＜語群＞

１． １５    ２． ２０    ３． ３０

４．制限なし   ５．特約は書面による

６．設定を目的とする契約は公正証書による
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問１０

中井さんは、被相続人である父が３７年前に取得した土地および建物を平成２０年３月に相続し、自

宅としていたが、平成２６年３月に売却した。売却に係る状況が下記＜資料＞のとおりである場合、課

税長期譲渡所得を求める計算式として、正しいものはどれか。

＜資料＞

［中井さんの自宅（土地および建物）］

・ 取得費：土地および建物とも不明であるため概算取得費とする。

・ 売却価格（合計）：７,５００万円

・ 譲渡費用（合計）： ２００万円

※居住用財産を譲渡した場合の３,０００万円特別控除の特例の適用を受けるものとする。

※所得控除は考慮しないものとする。

１． ７,５００万円－（７,５００万円×５％＋２００万円）－３,０００万円

２． ７,５００万円－（７,５００万円×１０％＋２００万円）－３,０００万円

３． ７,５００万円－（７,５００万円＋２００万円）×５％－３,０００万円

４． ７,５００万円－（７,５００万円＋２００万円）×１０％－３,０００万円
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【第４問】下記の（問１１）～（問１４）について解答しなさい。

問１１

野村真由美さん（３８歳）が契約者（保険料負担者）および被保険者として加入している生命保険

（下記＜資料＞参照）の保障内容等に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値を解答欄

に記入しなさい。なお、保険契約は有効に継続しているものとし、真由美さんはこれまでに＜資料＞の

保険から保険金・給付金を一度も受け取っていないものとする。また、各々の記述はそれぞれ独立した

問題であり、相互に影響を与えないものとする。

＜資料＞

定期保険特約付終身保険 保険証券記号番号 ××－××××××

保険契約者 野村 真由美 様
保険契約者印

◯野村
◇契約日
平成１８年７月１日

◇主契約の保険期間
終身

◇主契約の保険料払込期間
３０年間

◇特約の保険期間
１０年

被保険者
野村 真由美 様

昭和５１年４月１５日生 女性

受取人
死亡保険金

野村 宏志 様（夫）

受取割合

１０割

◇ご契約内容 ◇お払い込みいただく合計保険料
終身保険金額（主契約保険金額） ２００万円

定期保険特約保険金額 １,０００万円

三大疾病保障定期保険特約保険金額 ３００万円

傷害特約保険金額 ５００万円

災害入院特約    入院５日目から 日額 ５,０００円

疾病入院特約    入院５日目から 日額 ５,０００円

（＊病気や不慮の事故で約款所定の手術を受けた場合、手術の種類に

応じて入院給付金日額の１０倍・２０倍・４０倍の手術給付金を支

払います。）

女性疾病入院特約  入院５日目から 日額 ５,０００円

毎回   △△△△円

［保険料払込方式］

月払い

＊入院給付金の１入院当たりの限度日数は１２０日、通算限度日数は１,０９５日です。

真由美さんが現時点（３８歳）で、

・ 交通事故で即死した場合、保険会社から支払われる保険金・給付金の合計は（ ア ）万円で

ある。

・ 子宮ガン（悪性新生物）で１０日間入院し、給付倍率４０倍の手術（１回）を受けた場合、保

険会社から支払われる保険金・給付金の合計は（ イ ）万円である。

・ 不慮の事故で骨折して２０日間入院し、給付倍率２０倍の手術（１回）を受けた場合、保険会

社から支払われる保険金・給付金の合計は（ ウ ）万円である。
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問１２

浜松さんは、最近、同じ病気で２回入院した。浜松さんが契約している医療保険から受け取れる入院

給付金（下記参照）の日数として、正しいものはどれか。なお、浜松さんはこれまでにこの医療保険か

ら一度も給付金を受け取っていないものとする。また、手術給付金については考慮しないものとする。

＜浜松さんの入院日数＞

＜浜松さんの医療保険の入院給付金（日額）の給付概要＞

・ 給付金の支払い条件：５日以上の入院で入院５日目から支払う。

・ １入院限度日数  ：６０日

・ 通算限度日数   ：７３０日

・ １８０日以内に同じ病気で再度入院した場合は、１回の入院とみなす。

１．１回目の入院につき２１日分、２回目の入院につき３９日分

２．１回目の入院につき２１日分、２回目の入院につき４７日分

３．１回目の入院につき２５日分、２回目の入院につき３５日分

４．１回目の入院につき２５日分、２回目の入院につき４７日分

２５日間入院

（１回目の入院）

４７日間入院

（２回目の入院）

再入院退院

４０日間



－14－２級 実技試験(資産設計提案業務・2014.5.25)

問１３

下記＜資料＞の生命保険について、保険金等が支払われた場合の課税に関する次の記述の空欄（ア）

～（エ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語

句を何度選んでもよいこととする。

＜資料＞収入保障特約付終身保険の契約内容（一部抜粋）

［契約形態］

契約者（保険料負担者）：小田 良太

被保険者      ：小田 良太

死亡保険金受取人  ：小田 香澄（妻）

［保障内容］

主契約：終身（高度障害）保険金額    ７００万円

特約 ：収入保障特約（年金年額）    ２００万円（保険期間１０年間）

総合医療特約（入院給付金日額） ５,０００円

リビング・ニーズ特約

・ 良太さんが死亡した場合、支払われる終身保険の保険金は（ ア ）となる。

・ 良太さんが死亡し、香澄さんが収入保障特約保険金を一時金で受け取った場合、受け取った保

険金は（ イ ）となる。

・ 良太さんが余命４ヵ月と診断された場合、支払われるリビング・ニーズ特約保険金は（ ウ ）

となる。

・ 良太さんがこの保険を解約して受け取った解約返戻金は、（ エ ）となる。

＜語群＞

１．一時所得として所得税の課税対象   ２．雑所得として所得税の課税対象

３．相続税の課税対象          ４．贈与税の課税対象

５．非課税
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問１４

広尾さんは、保険価額３,０００万円の居住用建物を目的として、保険金額１,５００万円の住宅総合

保険を契約している。この建物が半焼して１,０００万円の損害を受けた場合、支払われる損害保険金

の額として、正しいものはどれか。なお、特約は付帯されていないものとする。また、解答に当たって

は、下記＜資料＞に基づくこととする。

＜資料＞

［住宅総合保険普通保険約款（一部抜粋）］

（損害保険金の支払額）

当会社が損害保険金として支払うべき損害の額は、保険価額によって定めます。

・ 保険金額が保険価額の８０％に相当する額以上のときは、当会社は、保険金額を限度とし、

損害の額を損害保険金として、支払います。

・ 保険金額が保険価額の８０％に相当する額より低いときは、当会社は、保険金額を限度とし、

次の算式によって算出した額を損害保険金として、支払います。

損害の額×
保険金額

保険価額の８０％に相当する額
＝損害保険金の額

１． ５００万円

２． ６２５万円

３． ８００万円

４． １,０００万円
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【第５問】下記の（問１５）～（問１７）について解答しなさい。

問１５

増田さんは、平成２５年１０月末日に３５年７ヵ月勤め続けてきた会社を定年退職し、退職一時金

２,０００万円を受け取った。増田さんの退職所得に関する次の（ア）～（ウ）の記述について、正し

いものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。なお、増田さんは、勤務先の役員であ

ったことはなく、退職は障害者になったことに基因するものではない。

（ア）退職所得控除額を計算する際の勤続年数は３５年である。

（イ）退職所得控除額は勤続年数に応じて計算され、勤続年数が２０年以下の部分については１年当た

り４０万円、２０年を超える部分については１年当たり８０万円となる。

（ウ）退職所得の金額は、退職一時金の金額から退職所得控除額を控除した残額の２分の１に相当する

額となる。
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問１６

岡さん（６６歳）は、平成２５年中に年金と生命保険の満期保険金を受け取った。下表に基づく岡さ

んの平成２５年分の総所得金額（計算式を含む）として、正しいものはどれか。なお、記載のない条件

については一切考慮しないこととする。

＜平成２５年分の収入等＞

内容 金額

老齢厚生年金および企業年金 ３００万円

生命保険の満期保険金 ２８０万円

※老齢厚生年金および企業年金は、公的年金等控除額を控除する前の金額である。

※生命保険は養老保険（保険期間２０年、契約者および満期保険金受取人とも岡さん）の満期保険金で

あり、既払込保険料（岡さんが全額負担している）は１８０万円である。なお、契約者配当について

は考慮しないこと。

＜６５歳以上の公的年金等控除額の速算表＞

納税者区分 公的年金等の収入金額 公的年金等控除額

６５歳以上の者

３３０万円 未満 １２０万円

３３０万円 以上 ４１０万円 未満 収入金額×２５％＋ ３７.５万円

４１０万円 以上 ７７０万円 未満 収入金額×１５％＋ ７８.５万円

７７０万円 以上 収入金額× ５％＋１５５.５万円

１． ３００万円＋（２８０万円－１８０万円）×１／２＝３５０万円

２．（３００万円－１２０万円）＋（２８０万円－１８０万円）＝２８０万円

３．（３００万円－１２０万円）＋（２８０万円－１８０万円）×１／２＝２３０万円

４．（３００万円－１２０万円）＋（２８０万円－１８０万円－５０万円）×１／２＝２０５万円
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問１７

北村五郎さんの平成２５年分の所得税を計算する際の所得控除に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。なお、解答に当たっては、下記＜資料＞に基づくこととする。

＜資料＞

氏名 続柄 年齢 職業等 平成２５年分の所得等

北村 五郎
本人

（世帯主）
４４歳

自営業

（青色申告者）
事業所得６００万円

   明美 妻 ４４歳 青色事業専従者 給与所得３１万円

   健一 長男 ２０歳 大学生 収入なし

   裕子 長女 １３歳 中学生 収入なし

   ハル 母 ７２歳 無職 不動産所得８４万円

※平成２５年１２月３１日時点のデータである。

※家族は全員、北村五郎さんと同居し、生計を一にしている。

※障害者または特別障害者に該当する者はいない。

※明美さんの給与所得３１万円は、青色事業専従者として受け取ったものである。

１．妻の明美さんは、控除対象配偶者として、配偶者控除の対象となる。

２．長男の健一さんは、特定扶養親族として、扶養控除の対象となる。

３．長女の裕子さんは、一般の控除対象扶養親族として、扶養控除の対象となる。

４．母のハルさんは、同居老親等の老人扶養親族として、扶養控除の対象となる。
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【第６問】下記の（問１８）～（問２１）について解答しなさい。

問１８

下記の＜親族関係図＞の場合において、民法の規定に基づく法定相続分に関する次の記述の空欄

（ア）～（ウ）に入る適切な語句または数値を語群の中から選び、解答欄に記入しなさい。なお、同じ

語句または数値を何度選んでもよいこととする。

＜親族関係図＞

［相続人の法定相続分］

・ 被相続人の妻の法定相続分は（ ア ）。

・ 被相続人の孫Ａの法定相続分は（ イ ）。

・ 被相続人の孫Ｂと孫Ｃのそれぞれの法定相続分は（ ウ ）。

＜語群＞

なし   １／２   １／３  １／４   １／８   ２／３

３／４  ３／８   １／１６

配偶者

孫Ｂ 孫Ｃ

被相続人 妻

（すでに死亡）

長女

（平成２６年３月４日死亡）

配偶者

孫Ａ

長男
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問１９

民法の規定に基づく遺留分に関する次の記述の空欄（ア）～（エ）に入る適切な語句を語群の中から

選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句を何度選んでもよいこととする。

・ 遺留分とは、相続において、被相続人にかかわる一定の財産のうち、一定の相続人が承継を保

障されている一定割合をいう。

・ 遺留分権利者は、配偶者、子および子の代襲相続人、直系尊属のみで、兄弟姉妹には遺留分の

権利はない。遺留分の割合は、相続人が直系尊属のみの場合は被相続人の財産の（ ア ）、そ

の他の場合は（ イ ）である。

・ 遺留分減殺請求権は、遺留分権利者が相続の開始および減殺すべき贈与または遺贈があったこ

とを知ったときから（ ウ ）以内、あるいは相続の開始のときから（ エ ）を経過する前

に行使しなければならない。

＜語群＞

１． ２分の１   ２． ３分の１   ３． ４分の１   ４． ８分の１

５． ３ヵ月    ６． １年     ７． ７年     ８． １０年
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問２０

下記＜資料＞に基づき、各人の相続税の課税価格に加算される財産の価額に関する次の記述の空欄

（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、

同じ語句を何度選んでもよいこととする。

＜資料＞

［親族関係図］

［各相続人への贈与財産］

各相続人は志田貴明さんの相続開始前に、次のとおり贈与により財産を取得している。

贈与年月日 贈与者 受贈者 財産 贈与時の価額

平成２３年４月１日

被相続人

妻 居住用家屋 １,２００万円

平成２４年６月１日 長男 現金 ５００万円

平成２４年６月１日 二男 現金 ５００万円

※各相続人は全員、相続により財産を取得している。

※妻は、平成２３年４月１日の贈与については、贈与税の配偶者控除の適用を受けている。

※長男は、平成２４年６月１日の贈与については、その全額について「住宅取得等資金の贈与を

受けた場合の贈与税の非課税」の適用を受けている。

※二男は、平成２４年から相続時精算課税制度を選択している。

・ 妻の相続税の課税価格に加算する贈与財産の合計金額は（ ア ）。

・ 長男の相続税の課税価格に加算する贈与財産の合計金額は（ イ ）。

・ 二男の相続税の課税価格に加算する贈与財産の合計金額は（ ウ ）。

＜語群＞

１．ない（０円である）   ２． ５００万円である

３． １,０００万円である   ４． １,２００万円である

５． １,７００万円である   ６． ２,２００万円である

長男

志田貴明（被相続人） 妻

二男

（平成２６年２月２０日死亡）
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問２１

贈与税に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１．婚姻期間２０年以上の夫婦の間で居住用不動産の贈与があった場合には、所定の要件を満たせば、

基礎控除１１０万円とは別に、最高２,０００万円の配偶者控除の適用を受けることができる。

２．相続時精算課税制度を選択すると、その贈与者より贈与を受けた財産の合計額のうち２,５００万

円までは贈与税がかからないが、２,５００万円を超える贈与部分については一律２０％の税率で

課税される。

３．相続時精算課税制度を一度選択すると、同じ贈与者からの贈与については暦年課税へ変更すること

はできない。

４．贈与税の申告は、贈与を受けた年の翌年の２月１日から３月３１日までに行わなければならない。
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【第７問】下記の（問２２）、（問２３）について解答しなさい。

＜明石家の家族データ＞

氏名 続柄 生年月日 備考

明石 康正 本人 昭和４３年 ４月２１日 会社員

   晶子 妻 昭和４３年１１月 ７日 パート勤務

   駿 長男 平成１０年 ５月 ４日 高校生

   美鈴 長女 平成１２年 ８月２４日 中学生

＜明石家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円）

経過年数 現在 １年 ２年 ３年

西暦（年） ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７

平成（年） ２６ ２７ ２８ ２９

家族構成

／年齢

明石 康正 本人 ４６歳 ４７歳 ４８歳 ４９歳

   晶子 妻 ４６歳 ４７歳 ４８歳 ４９歳

   駿 長男 １６歳 １７歳 １８歳 １９歳

   美鈴 長女 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳

ライフイベント
駿

高校入学

美鈴

高校入学

駿

大学入学変動率

収入

給与収入（夫） １％ ４９８ ５０３ ５０８ ５１３

給与収入（妻） － ９５ ９５ ９５ ９５

収入合計 － ５９３ ５９８ ６０３ ６０８

支出

基本生活費 ２％ ２４６ （ ア ）

住居費 － １４２ １４２ １４２ １４２

教育費 ２％ １４０ ２２０

保険料 － ４０ ４０ ４０ ４０

一時的支出 －

その他支出 １％ ２０ ２０ ２０ ２１

支出合計 － ５８８ ５６８ ６４８ ６８４

年間収支 － ５ ３０ ▲４５ ▲７６

金融資産残高 １％ ４８１ （ イ ）

※年齢は各年１２月３１日現在のものとし、平成２６年を基準年とする。

※給与収入は手取り額で記載している。

※記載されている数値は正しいものとする。

※問題作成の都合上、一部空欄にしてある。
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問２２

明石家のキャッシュフロー表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

問２３

明石家のキャッシュフロー表の空欄（イ）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。
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【第８問】下記の（問２４）～（問２６）について解答しなさい。

＜設例＞

下記の係数早見表を乗算で使用し、各問について計算しなさい。なお、税金は一切考慮しないこと

とし、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

［係数早見表（年利１.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０１０ ０.９９０ １.０００ １.０１０ １.０００ ０.９９０

２年 １.０２０ ０.９８０ ０.４９８ ０.５０８ ２.０１０ １.９７０

３年 １.０３０ ０.９７１ ０.３３０ ０.３４０ ３.０３０ ２.９４１

４年 １.０４１ ０.９６１ ０.２４６ ０.２５６ ４.０６０ ３.９０２

５年 １.０５１ ０.９５１ ０.１９６ ０.２０６ ５.１０１ ４.８５３

６年 １.０６２ ０.９４２ ０.１６３ ０.１７３ ６.１５２ ５.７９５

７年 １.０７２ ０.９３３ ０.１３９ ０.１４９ ７.２１４ ６.７２８

８年 １.０８３ ０.９２３ ０.１２１ ０.１３１ ８.２８６ ７.６５２

９年 １.０９４ ０.９１４ ０.１０７ ０.１１７ ９.３６９ ８.５６６

１０年 １.１０５ ０.９０５ ０.０９６ ０.１０６ １０.４６２ ９.４７１

１５年 １.１６１ ０.８６１ ０.０６２ ０.０７２ １６.０９７ １３.８６５

２０年 １.２２０ ０.８２０ ０.０４５ ０.０５５ ２２.０１９ １８.０４６

２５年 １.２８２ ０.７８０ ０.０３５ ０.０４５ ２８.２４３ ２２.０２３

３０年 １.３４８ ０.７４２ ０.０２９ ０.０３９ ３４.７８５ ２５.８０８

［係数早見表（年利３.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０３０ ０.９７１ １.０００ １.０３０ １.０００ ０.９７１

２年 １.０６１ ０.９４３ ０.４９３ ０.５２３ ２.０３０ １.９１３

３年 １.０９３ ０.９１５ ０.３２４ ０.３５４ ３.０９１ ２.８２９

４年 １.１２６ ０.８８８ ０.２３９ ０.２６９ ４.１８４ ３.７１７

５年 １.１５９ ０.８６３ ０.１８８ ０.２１８ ５.３０９ ４.５８０

６年 １.１９４ ０.８３７ ０.１５５ ０.１８５ ６.４６８ ５.４１７

７年 １.２３０ ０.８１３ ０.１３１ ０.１６１ ７.６６２ ６.２３０

８年 １.２６７ ０.７８９ ０.１１２ ０.１４２ ８.８９２ ７.０２０

９年 １.３０５ ０.７６６ ０.０９８ ０.１２８ １０.１５９ ７.７８６

１０年 １.３４４ ０.７４４ ０.０８７ ０.１１７ １１.４６４ ８.５３０

１５年 １.５５８ ０.６４２ ０.０５４ ０.０８４ １８.５９９ １１.９３８

２０年 １.８０６ ０.５５４ ０.０３７ ０.０６７ ２６.８７０ １４.８７７

２５年 ２.０９４ ０.４７８ ０.０２７ ０.０５７ ３６.４５９ １７.４１３

３０年 ２.４２７ ０.４１２ ０.０２１ ０.０５１ ４７.５７５ １９.６００

※記載されている数値は正しいものとする。



－27－ ２級 実技試験(資産設計提案業務・2014.5.25)

問２４

三上さんは、リフォームのための資金として、１,０００万円を借り入れることを考えている。これ

を１０年間、年利３.０％で毎年年末に元利均等返済をする場合、毎年の返済額はいくらになるか。

問２５

吉田さんは、老後資金の準備として、毎年年末に１２０万円を積み立てる予定である。これを年利１.０

％、期間２０年で複利運用をする場合、２０年後の合計額はいくらになるか。

問２６

小山さんは、退職金として受け取った１,５００万円を当面は使用しないで、運用しようと考えてい

る。これを年利１.０％で１０年間複利運用をする場合、１０年後の合計額はいくらになるか。
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【第９問】下記の（問２７）～（問３３）について解答しなさい。

＜設例＞

有馬孝太郎さんは、民間企業に勤務する会社員である。孝太郎さんと妻の麻衣子さんは、今後の資

産形成や家計の見直しなどについて、ＦＰで税理士でもある長谷川さんに相談した。なお、下記の

データはいずれも平成２６年４月１日現在のものである。

［家族構成］

氏名 続柄 生年月日 年齢 職業等

有馬 孝太郎 本人 昭和５２年 ２月１１日 ３７歳 会社員（正社員）

  麻衣子 妻 昭和５３年 ４月３０日 ３５歳 会社員（パート）

  結衣 長女 平成１７年１２月 ４日 ８歳 小学校３年生

  俊一郎 長男 平成２１年 ４月１２日 ４歳 幼稚園児

［収入金額（平成２５年）］

・ 孝太郎さん：給与収入６５０万円（手取り）。孝太郎さんに給与収入以外の収入はない。

・ 麻衣子さん：給与収入１００万円（手取り）。麻衣子さんに給与収入以外の収入はない。

［自宅］

・ 賃貸マンション

・ 家賃：月額１０万円（管理費込み）

・ マイホームとして平成２６年７月完成予定のマンションの購入契約を締結済み。

［金融資産（時価）］

・ 孝太郎さん名義

銀行預金（普通預金）：７００万円

銀行預金（定期預金）：１００万円

・ 麻衣子さん名義

銀行預金（普通預金）：１００万円

銀行預金（定期預金）：１００万円

［負債］

孝太郎さんと麻衣子さんに負債はない。

［保険］

・ 定期保険：保険金額３,５００万円。契約者（保険料負担者）および被保険者は孝太郎さんである。

・ 学資保険：保険金額２５０万円。契約者（保険料負担者）は孝太郎さんである。
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問２７

孝太郎さんが契約したマンションの販売価格が下記＜資料＞のとおりである場合、販売価格のうち土

地（敷地の共有持分）の価格を計算しなさい。なお、孝太郎さんはマンションの売買契約を平成２５年

９月中に締結しているため経過措置が適用され、消費税の税率は５％とする。また、解答に当たっては、

解答用紙に記載されている単位に従うこと。

＜資料＞

マンションの販売価格：３,２００万円

（うち消費税：８５万円）

問２８

孝太郎さんは、マンション購入に当たり、住宅ローンの種類について調べてみた。変動金利型住宅ロ

ーン（元利均等返済）の一般的な特徴に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な数値を語群

の中から選び、解答欄に記入しなさい。なお、同じ数値を何度選んでもよいこととする。

・ 適用金利は１年に（ ア ）回見直される。

・ 適用金利に変動があった場合でも、毎月返済額は（ イ ）年間は変わらない。

・ 適用金利に変動があった場合でも、返済額見直し後の毎月返済額は、その見直し直前の毎月返

済額の（ ウ ）％が上限となる。

＜語群＞

１    ２     ３     ５     １０    １２

１２５   １５０   ２００
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問２９

孝太郎さんは、下記＜資料＞の学資保険に加入している。下記＜資料＞に基づく学資保険の特徴に関

する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

＜資料＞

［契約内容のご案内（一部抜粋）］

契約者名 被保険者名 保険期間

有馬孝太郎 様

（契約時年齢３２歳）

有馬俊一郎 様

（契約時年齢０歳）
１８年間

月払い保険料 払込方法 保険料払込期間

１１,０００円 口座振替扱い １８年間

［ご注意事項］

・ 有馬様のプランには、「育英年金」は付いていません。

・ 保険料払込期間中に契約者が死亡した場合、将来の保険料の払込みを免除します。

１．この学資保険の返戻率（払込保険料総額に対して受け取ることのできる祝金・満期金の合計額の割

合）は、８４％である。

２．保険料払込期間中に孝太郎さんが死亡した場合、その後の保険料の払込みが免除される。

３．孝太郎さんが死亡した場合、保険期間満了まで毎年、所定の年金を受け取ることができる。

４．この学資保険の満期保険金は、雑所得として所得税の課税対象となる。

保険期間





満５歳１０ヵ月

直後の２月１日

祝金１０万円





満１１歳１０ヵ月

直後の２月１日

祝金２０万円





満１４歳１０ヵ月

直後の２月１日

祝金２０万円

（満１８歳）

満期金２００万円

保険料払込期間
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問３０

孝太郎さんは、最近になって会社の財形貯蓄制度への関心が高まり、ＦＰの長谷川さんに制度の概要

について質問した。財形貯蓄制度に関する下表の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値の組み合わせとし

て、正しいものはどれか。

一般財形貯蓄 財形住宅貯蓄 財形年金貯蓄

貯
蓄
型

取扱金融機関 銀行など

非課税枠 なし
財形住宅貯蓄と財形年金貯蓄を合わせて元金＋利

息の合計で（ ア ）万円まで

保
険
型

取扱金融機関 生命保険会社・損害保険会社など

非課税枠 なし

財形年金貯蓄と合わせ

て払込保険料の累計金

額で（ イ ）万円ま

で

払込保険料の累計金額

で３８５万円まで、か

つ、財形住宅貯蓄と合

わせて払込保険料の累

計金額で（ イ ）万

円まで

１．（ア）５５０ （イ）３８５

２．（ア）３８５ （イ）５５０

３．（ア）３８５ （イ）３８５

４．（ア）５５０ （イ）５５０
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問３１

孝太郎さんは、自分が万一死亡した場合の遺族厚生年金についてＦＰの長谷川さんに質問した。下記

＜資料＞に基づく遺族厚生年金の額として、正しいものはどれか。なお、遺族厚生年金の受給要件はす

べて満たしているものとする。

＜資料＞

［孝太郎さんの厚生年金保険加入歴等］

平成１５年３月以前：被保険者期間４８月、平均標準報酬月額２６０,０００円

平成１５年４月以後：被保険者期間１３３月、平均標準報酬額４００,０００円

［遺族厚生年金の計算式］

遺族厚生年金＝








（Ａ＋Ｂ）×
３００月

被保険者月数合計（①＋②）
※ ×１.０３１×０.９６８×

３

４

Ａ：平均標準報酬月額×
７.５

１０００
×①平成１５年３月以前の被保険者期間の月数

Ｂ：平均標準報酬額×
５.７６９

１０００
×②平成１５年４月以後の被保険者期間の月数

※厚生年金保険の被保険者が死亡した場合で、被保険者期間の月数が３００月（２５年）に満た

ないときの遺族厚生年金の額は、実際の被保険者月数に基づく額に「３００÷被保険者月数合

計」を乗じ、被保険者月数が３００月であるものとみなして計算する。

［年金額の端数処理］

年金額の計算過程においては円未満を四捨五入し、年金額については５０円未満の端数が生じた

ときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数が生じたときはこれを１００円に切り上

げるものとする。

１． ６８４,４００円

２． ６６２,５００円

３． ４９６,９００円

４． ４００,５００円
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問３２

麻衣子さんは、子どもの医療費の窓口負担についてＦＰの長谷川さんに質問した。全国健康保険協会

管掌健康保険（協会けんぽ）における子どもの医療費の自己負担割合などに関する下表の空欄（ア）～

（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。

＜子どもの医療費＞

自己負担割合
・ 小学校入学前の子 ：医療費の（ ア ）を負担

・ 小学校入学以後の子：医療費の（ イ ）を負担

高額療養費

・ 医療費の自己負担額が１ヵ月に一定額（自己負担限度額）を

超えたときに給付される。

・（ ウ ）対象とされる。

１．（ア）１割 （イ）２割 （ウ）外来・入院ともに

２．（ア）１割 （イ）３割 （ウ）入院に限り

３．（ア）２割 （イ）２割 （ウ）入院に限り

４．（ア）２割 （イ）３割 （ウ）外来・入院ともに
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問３３

孝太郎さんの父の昌之さんは、半年後に６５歳の定年を迎える。退職後は、再就職のためハローワー

クに求職の申込みをする予定である。雇用保険の基本手当および高年齢求職者給付金に関する次の記述

のうち、最も適切なものはどれか。なお、昌之さんは３０歳から現在の会社に勤務し雇用保険に継続し

て加入している。また、昌之さんは障害者等の就職困難者には該当せず、記載以外の雇用保険の求職者

給付の受給要件はすべて満たしているものとする。

＜資料＞

［基本手当の所定給付日数］

・ 一般の受給資格者（定年および正当な理由がない自己都合退職等による離職者）

被保険者として雇用された期間
１年以上

１０年未満

１０年以上

２０年未満
２０年以上

所定給付日数 ９０日 １２０日 １５０日

［高年齢求職者給付金］

・ 同一事業主に６５歳前から引き続き雇用されていた被保険者が６５歳以降に離職した場合、

一時金が支給される。

被保険者として雇用された期間 １年未満 １年以上

高年齢求職者給付金の額 基本手当日額の３０日分 基本手当日額の５０日分

１．昌之さんが６４歳１１ヵ月で退職し、正当な理由がない自己都合退職とされた場合は、所定給付日

数１２０日の基本手当が支給され、給付制限が行われる。

２．昌之さんが６４歳１１ヵ月で退職し、正当な理由がない自己都合退職とされた場合は、所定給付日

数１５０日の基本手当が支給され、給付制限は行われない。

３．昌之さんが６５歳の誕生日に定年退職した場合は、基本手当日額の５０日分に相当する高年齢求職

者給付金が支給され、給付制限が行われる。

４．昌之さんが６５歳の誕生日に定年退職した場合は、基本手当日額の５０日分に相当する高年齢求職

者給付金が支給され、給付制限は行われない。
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【第１０問】下記の（問３４）～（問４０）について解答しなさい。

＜設例＞

物品販売業（飯田商店）を個人で営んでいる飯田純一さん（青色申告者）は、事業のことや母親の

相続のこと、老後の生活のことなどに関して、ＦＰで税理士でもある安藤さんに相談した。なお、

下記のデータはいずれも平成２６年４月１日現在のものである。

Ｉ．家族構成（同居家族）

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

飯田 純一 本人 昭和３０年１１月１１日 ５８歳 自営業

   幸恵 妻 昭和３６年１２月２１日 ５２歳 自営業（注１）

   宏樹 長男 平成 ６年 １月１８日 ２０歳 大学生

   真理 長女 平成１１年 ２月２６日 １５歳 高校生

   政子 母 昭和 ６年１０月３０日 ８２歳 無職

注１：幸恵さんは飯田商店の青色事業専従者である。

Ⅱ．飯田家の親族関係図

Ⅲ．飯田家（純一さんと幸恵さんと政子さん）の財産の状況

＜資料１：保有資産（時価)＞ （単位：万円）

純一 幸恵 政子

金融資産

預貯金等 ２,４００ １,２００ ３,２００

生命保険（解約返戻金相当額） ＜資料３＞を参照 ＜資料３＞を参照 ＜資料３＞を参照

事業用資産（不動産以外）（注２）

棚卸資産（商品）

工具器具備品

＜資料４＞を参照

＜資料４＞を参照

－

－

－

－

不動産（事業用を含む）（注３）

土地（店舗・自宅）

建物（店舗・自宅）

－

－

－

－

１２,４００

３,４００

その他（動産等） ２５０ １００ ３００

注２：上記以外の事業用資産については考慮しないこと。

注３：土地および建物には、純一さんのＱＸ銀行からの事業用借入に係る抵当権が設定されている。

（死亡）

三郎 政子

幸恵

宏樹 真理

純一
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＜資料２：負債残高＞

・ 仕入先に対する買掛金： ２００万円（債務者は純一さん。ＤＹ商店からの仕入れ）

・ 事業用の借入金   ：１,２００万円（債務者は純一さん。ＱＸ銀行からの借入金）

注４：非事業性の借入れおよび債務はない。

＜資料３：生命保険＞ （単位：万円）

保険種類 契約者 被保険者
死亡保険金

受取人
保険金額

解約返戻金

相当額
保険期間

定期保険特約付終身保険Ａ 純一 純一 幸恵 （注６） ２５０ （注６）

終身保険Ｂ 純一 純一 幸恵 ４００ １５０ 終身

養老保険Ｃ 純一 幸恵 純一 ５００ ４００ 平成３３年

養老保険Ｄ 幸恵 純一 幸恵 ４５０ ４００ 平成３０年

終身保険Ｅ 政子 政子 純一 ６５０ ５８０ 終身

注５：解約返戻金相当額は、現時点（平成２６年４月１日）で解約した場合の金額である。

注６：定期保険特約付終身保険Ａの主契約（終身保険部分）の保険金額は５００万円である。定期

保険特約部分の保険金額は５,０００万円、保険期間は平成３０年までである。

注７：すべての契約において、契約者が保険料を負担している。

注８：契約者配当および契約者貸付については考慮しないこと。

＜資料４：飯田商店の財務データ（平成２５年分の青色申告決算書から抜粋)＞

［損益計算書］ ［資産および負債の状況］

売上（収入）金額 ３,２００万円 売上債権 なし

売上原価 １,３４０万円 棚卸資産（商品） １２０万円

必要経費（注９） ７２０万円 工具器具備品 ２３０万円

青色事業専従者給与 ２４０万円 買掛金 ２００万円

青色申告特別控除額 ６５万円 借入金 １,２００万円

注９：必要経費には、青色事業専従者給与の金額は含まれていない。また、青色事業専従者給与以

外に、各種引当金・準備金等として加減すべきものはない。

Ⅳ．その他

上記以外の情報については、各設問において特に指示のない限り一切考慮しないこと。
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問３４

ＦＰの安藤さんは、まず現時点（平成２６年４月１日時点）における飯田家（純一さんと幸恵さんと

政子さん）のバランスシート分析を行うこととした。下表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。な

お、事業用の資産および負債については、平成２５年分の青色申告決算書に記載された金額を使用する

こととする。

＜飯田家（純一さんと幸恵さんと政子さん）のバランスシート＞ （単位：万円）

［資産］ ［負債］

金融資産

預貯金等

生命保険（解約返戻金相当額）

事業用資産（不動産以外）

棚卸資産（商品）

工具器具備品

不動産（事業用を含む）

土地（店舗・自宅）

建物（店舗・自宅）

その他（動産等）

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

仕入先に対する買掛金

事業用の借入金

×××

×××

負債合計 ×××

［純資産］ （ ア ）

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××

問３５

＜設例＞の＜資料４＞および下記＜計算式＞に基づいて、平成２５年分の純一さん（飯田商店）の事

業所得の金額を計算しなさい。なお、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

＜計算式＞

事業所得の金額＝売上（収入）金額－売上原価－必要経費－青色事業専従者給与－青色申告特別控除額
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問３６

政子さんが保有する＜設例＞の土地は下記＜資料＞のとおりである。仮に、現時点で政子さんが死亡

し、＜設例＞の土地および建物をすべて純一さんが相続した場合、この土地の相続税評価額（小規模宅

地等の相続税の課税価格の計算の特例の適用前の金額）として、正しいものはどれか。なお、記載のな

い条件については一切考慮しないこととする。

＜資料＞

１．  ６１,７４７,２００円

２．  ７２,０３８,４００円

３． １０２,９１２,０００円

４． １０３,６８０,０００円

普通商業・併用住宅地区

借地権割合：６０％

借家権割合：３０％

奥行価格補正率：１.００

側方路線影響加算率：０.０８

（４８０ｍ2）

１８０Ｄ

１６ｍ

３０ｍ

２００Ｄ
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問３７

純一さんは、平成２５年中にＱＹ証券会社において行った国内の上場株式の取引により１５０万円の

譲渡損失を負い、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算および繰越控除の適用を受けるための手続きを

適正に行っている。純一さんの平成２６年中の上場株式等の取引状況が下記＜資料＞のとおりであるも

のとした場合、平成２６年分の所得税の計算において、繰り越された上場株式の譲渡損失の金額１５０

万円と損益通算できる金額（上限）として、正しいものはどれか。なお、ＱＹ証券会社およびＱＺ証券

会社は共に日本国内の証券会社であり、取引はすべて特定口座で行われたものとする。

＜資料＞

［ＱＹ証券会社における取引］

・ 国内の上場株式の譲渡所得 １００万円

・ 国内公募株式投資信託からの元本払戻金（特別分配金） １０万円

［ＱＺ証券会社における取引］

・ 国内の上場株式からの配当金 ２０万円

※申告分離課税を選択している。

１． １００万円

２． １１０万円

３． １２０万円

４． １３０万円
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問３８

国民年金の第１号被保険者の幸恵さんは、老齢基礎年金の受給資格期間は満たしているが、２０歳か

ら７年間、国民年金保険料の未納期間がある。このため、６０歳になるまで国民年金保険料の納付を続

けても満額の老齢基礎年金を受けることができないので、ＦＰの安藤さんに年金額を増やす方法につい

て相談した。幸恵さんの老齢年金に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な数値を語群の中

から選び、解答欄に記入しなさい。

＜安藤さんの説明＞

「幸恵さんが老齢年金の額を増やすためには、下記の方法などが考えられます。」

・ ６０歳から（ ア ）歳になるまでの間、国民年金に任意加入をする。

・ 国民年金保険料に加えて付加保険料を納付し、付加年金を受給する。

→ 付加年金の受給額＝（ イ ）円×付加保険料納付月数

・ 老齢基礎年金を繰り下げて受給する。

→ 繰下げ受給増額率＝（ ウ ）％×繰り下げた月数

＜語群＞

０.５  ０.７    ０.９    ６５  ６７   ７０

２００   ３００   ４００

問３９

純一さんは、後期高齢者医療制度についてＦＰの安藤さんに質問した。下記は、安藤さんが後期高齢

者医療制度の概要について説明した際に使用した表の一部である。下表の空欄（ア）～（ウ）にあては

まる語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。

運営主体 対象者 保険料

都道府県ごとに設立された

後期高齢者医療（ ア ）

後期高齢者医療（ ア ）の区域内に住所

を有する

①（ イ ）以上の人

② ６５歳以上（ イ ）未満の人で一定

の障害状態にある旨の認定を受けた人

（ ウ ）で徴収

される

１．（ア）広域連合     （イ）７５歳 （ウ）個人単位

２．（ア）国民健康保険組合 （イ）７０歳 （ウ）個人単位

３．（ア）広域連合     （イ）７０歳 （ウ）世帯単位

４．（ア）国民健康保険組合 （イ）７５歳 （ウ）世帯単位
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問４０

純一さんは、自分がいつからどのような老齢年金が受給できるのか、ＦＰの安藤さんに質問した。純

一さんが将来受給できる老齢年金について、下記＜資料＞に基づき示したイメージ図として、正しいも

のはどれか。なお、経過的加算については考慮しないものとする。

＜資料＞

［飯田さん夫婦のデータ］

・ 純一さんは、大学卒業後の約７年間民間企業に勤務して厚生年金保険に加入していた。退職

後は国民年金の第１号被保険者として保険料を継続して納付しており、今後も６０歳になる

まで納付するものとする。

・ 幸恵さんは厚生年金保険に加入したことはない。

・ 幸恵さんは純一さんに生計を維持されており、今後も生計維持関係は変わらないものとする。

・ 飯田さん夫婦は、現在も、また今後も３級以上の障害状態には該当しないものとし、老齢年

金の繰上げ請求は行わないものとする。

［年金の支給開始年齢］

生年月日

老齢厚生年金

一般男子の

定額部分

支給開始年齢

一般女子の

定額部分

支給開始年齢

一般男子の

報酬比例部分

支給開始年齢

一般女子の

報酬比例部分

支給開始年齢

昭28.4.2～昭29.4.1 － 64歳 61歳 60歳

昭29.4.2～昭30.4.1 － － 〃 〃

昭30.4.2～昭31.4.1 － － 62歳 〃

昭31.4.2～昭32.4.1 － － 〃 〃

昭32.4.2～昭33.4.1 － － 63歳 〃

昭33.4.2～昭34.4.1 － － 〃 61歳

昭34.4.2～昭35.4.1 － － 64歳 〃

昭35.4.2～昭36.4.1 － － 〃 62歳

昭36.4.2～昭37.4.1 － － 65歳 〃

昭37.4.2～昭38.4.1 － － 〃 63歳

昭38.4.2～昭39.4.1 － － 〃 〃
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報酬比例部分相当の老齢厚生年金

６５歳
▼

老齢基礎年金

老齢厚生年金

６２歳
▼

１．

報酬比例部分相当の老齢厚生年金

６５歳
▼

老齢基礎年金

老齢厚生年金

６２歳
▼

２．

６５歳
▼

老齢基礎年金

老齢厚生年金

３．
６２歳
▼

６５歳
▼

老齢厚生年金

４．

定額部分

老齢基礎年金

６０歳
▼

配偶者加給年金額

報酬比例部分相当の老齢厚生年金

６２歳
▼

報酬比例部分相当の老齢厚生年金

定額部分


